
みんなが⽣物多様性の⼤切さを理解し、⼒を合わせて、
⽣物多様性にめぐまれた理想郷““ふじのくに”に⽣きる

ふじのくに⽣物多様性地域戦略の⽬標

改訂版第3次静岡県環境基本計画の基本目標である「環境の理想郷“ふじのくに”の創造 ～将来世代に引き継

ごう『やすらぎと活力のある社会』～」の実現に向け、生物多様性によって支えられる自然共生社会を目指します。

100 年後、1000 年後にも、⼈と⾃然が共⽣できる静岡県に
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地域個別計画 ①

伊豆半島

豊かな自然環境が

残る奥山の保全

地域個別計画 ②

富士山

地域個別計画 ③

南アルプス

地域個別計画 ④

浜名湖

地域個別計画 ⑤

今守りたい大切な自然

⾏動⽅針 8 ⾏動⽅針 9

自然と人がともに生きる

里地里山・田園づくり

⾏動⽅針 10

都市の

自然再生・創出

⾏動⽅針 11

河川・湖沼・湿地の

水辺のつながりの確保

⾏動⽅針 12

海岸から深海に

つながる生態系の保全

⾏動⽅針 5

生物多様性に配慮した

生活や事業活動の推進

⾏動⽅針 6

人と生物多様性が育む

歴史・文化の継承

⾏動⽅針 7

生物多様性に関する

環境教育の推進

⽣物多様性を⽀える社会をつくる

⽣態系を保全・再⽣・創出する

特徴的な地域の環境を重点的に守る

⾏動⽅針 1

生物多様性に関する調査・

研究の推進

⾏動⽅針 2

希少野生動植物の

保護

⾏動⽅針 3

外来生物や遺伝的

撹乱等の拡大防止

⾏動⽅針 4

野生鳥獣の

保護・管理

基本⽅向 1

基本⽅向 2

基本⽅向 3

基本⽅向 4

多様な⽣物の個性とつながりを⼤切にする

⽬指す将来像の実現に向けた取組
目指す将来像を実現するため、４つの基本方向に基づき、12の行動方針を掲げた行動計画、5つの

地域別個別計画を策定して取組の推進を図ります。



⽣物多様性地域戦略とは

多様な主体の
取組を展開するための

ガイドライン

《⾃然のしくみを基礎とする 真に豊かな社会をつくる》

2018年度
（平成30年度）

2027年度

⽬指す
将来像

計画
初年度 ⽬標⾒直し

開発等で生物の生息・生育環境

が破壊されることにより、生物の

個体数の減少につながっていま

す。

開発等⼈の活動による危機

準絶滅危惧キンラン

外来生物の侵入により、在来生物

の生息・生育場所が奪われたり、

捕食されたり、交雑による遺伝的

な撹乱等が生じます。

⼈により持ち込まれたものに
よる危機

雑木林や草地が利用されなく

なったことで生態系のバランスが

崩れ、里地里山の生物が絶滅の

危機に瀕しています。

⾃然環境に対する働きかけの
縮⼩による危機

絶滅オオウラギンヒョウモン

地球温暖化によって分布地域の

ほか、植物の開花・結実時期、昆

虫の発生時期等に変化が生じる

と考えられています。

地球環境の変化による危機

絶滅危惧Ⅱ類ライチョウ特定外来⽣物ブルーギル

●●生物多様性に迫る危機を乗り越えていくため、生物多様性の保全と持続可能な利用のための総合的な取

組についてまとめた戦略が必要です。

⽣物多様性に迫る4つの危機

●
●
●
●

本県の生物多様性の将来像やその実現に向けた方策を示します。

行政だけでなく、県民や事業者、民間団体を含む多様な主体の自

発的な取組として展開していくためのガイドラインとします。

⽣物多様性地域戦略の概要

1

3

2

4

▲

戦略のねらい

●●古くから日本人が持っていた自然観を大切にし、人と自然が共生する社会の実現に向けて、みんなで行動

していくための基本理念を掲げます。

▲

基本理念

●●長期的な科学的知見のもとで、10年間

（2018～2027年度）を計画期間とし、概ね

5年後に見直します。

▲

戦略の期間

●

●
●

●

●
●

生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）で採択された「生物多様性戦略計画2011-2020（愛知

目標）」、国の「生物多様性国家戦略2012-2020」等の基本的考え方と整合させます。

生物多様性基本法の第13条第1項に基づく地域戦略に位置付けます。

生物多様性の視点から静岡県環境基本計画を推進し、他の関連計画にも波及させていきます。
▲

戦略の位置付け



戦略のすすめ⽅

ふじのくに⽣物多様性地域戦略 平成 30 年3月

TEL  054-221-2545   FAX 054-221-3278〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町９番6 号
静岡県くらし・環境部環境局自然保護課

※「ふじのくに生物多様性地域戦略」の本編は、県ホームページや県民サービスセンターでご覧ください。

写真提供：小泉金次氏（サンコウチョウ）、川根本町（徳山の盆踊）

概 要 版

県⺠
国

連携・協⼒ 連携・協⼒

他の都道府県

県⺠間団体
事業者（事業者団体）事業者（事業者団体）

教育機関・研究機関・専⾨家
市町

自然とのふれあいの実践

生物多様性に配慮した消費生活

子どもたちへの環境教育　等

自然とのふれあいの実践

生物多様性に配慮した消費生活

子どもたちへの環境教育　等

■

■

地域特性を踏まえた市町地域戦略

の策定

地域住民や事業者等の取組の推進

地域特性を踏まえた市町地域戦略

の策定

地域住民や事業者等の取組の推進

■

■

専門的な知見や体験を活か

した取組の主導

各主体と連携した体験学習の

提供

専門的な知見や体験を活か

した取組の主導

各主体と連携した体験学習の

提供

■
■

■
■
■

地域特性に応じた取組の推進

各主体の連携への支援、協働の

ための場・機会づくり 等

地域特性に応じた取組の推進

各主体の連携への支援、協働の

ための場・機会づくり 等

■
■

生物多様性に配慮した事業活動

CSR・社会貢献活動　等

生物多様性に配慮した事業活動

CSR・社会貢献活動　等

■
■

調査・研究の実施

人材の育成

調査・研究の実施

人材の育成

（仮称）静岡県⽣物多様性庁内調整会議

（仮称）静岡県⽣物多様性地域戦略推進会議

各主体の役割及び連携・協働と推進体制づくり
●●県だけではなく県民、事業者、民間団体、市町等の様々な主体の自主的な取組を活発にしつつ、連携・

協働による取組を社会全体に浸透させていくことが、地域や県全体、さらには地球規模の課題解決につ

ながります。
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